
『神様がくれたピンクの靴』発刊

株式会社あさ出版（代表取締役：佐藤和夫、所在地：東京都豊島区）は佐藤 和夫著『神様がくれたピンクの靴』
を201９年1月26日（木）に刊行いたします。

全国の介護施設等で高齢者に話題になっている靴があります。その靴の名は「あゆみシューズ」。オシャレで、
軽量、歩くのが楽しくなるような仕掛けがそこかしこにちりばめられています。その靴を作ったのが香川県さぬ
き市にある小さな会社「徳武産業株式会社」です。

高齢者や普通の靴を履くことができない足に悩みをもつ方が、数あるケアシューズの靴の中かからなぜ「あゆ
みシューズ」を選ぶのか？本書では「徳武産業株式会社」の会長である十河（そごう）さんと奥さんのヒロ子さ
んの「あゆみシューズ」開発の経緯ともに利用者との心温まる交流を紹介しています。下記に本書内のエピソー
ドを一部ご紹介いたします。

「あゆみシューズ」と利用者の心温まる物語

～ 香川県の小さな靴会社が起こした大きな奇跡～

報道関係各位

2019年1月 21日

ある時、老人ホームの職員の人から突然電話がかかってきました。「お宅は歩
けない人に靴を売りつけるんですか！ そうまでしてお金を儲けたいんです
か！」と。靴を購入したのは、歩けない90歳になる女性のホームの入所者の人で
した。それなのに、当社が販売したピンク色の「あゆみ」を購入したというので
す。

十河さんはおばあさんになぜ「あゆみ」を買ったのか、理由を聞いてみました。
すると、おばあさんは笑顔で答えたのです。「同じホームでピンクの靴を履いて
いる人を見かけたの。その靴が可愛らしくてね。いつも見てたら、そのうち靴が
私に語りかけてくる気がしたの。『私を履いて。一緒に歩こう』って。

それから半年後のことです。そのホームから突然電話が入りました。「奇跡が
起きました！ あのおばあさんが歩いたんです！」
「うん。そうなの。私は死ぬ前に、ピンクの靴を履いて、歩かせてください、と
神様にお願いしたの。毎日、毎日。そしたらね、神様が願いをかなえてくださっ
たの。ほら、この通り、歩けるようになったのよ」と。

ある時会社見学に来た青年が、靴下のまま車椅子に乗っていることにすぐ
に気がつきました。車椅子に乗っていて、自分で歩けない方でも、外出する
ときは、たいてい靴を履いているものです。理由を尋ねると「病気で足が変
形していて、履ける靴がない」とのことでした。十河さんはすぐにパーツ
オーダー担当の社員を呼び、彼の足の採寸をさせました。

そして、その場で足に合う靴を作りました。「履けるかなあ」最初、青年
は半信半疑でした。でも社員が彼の足に靴を履かせた瞬間、彼の目がみるみ
る潤んで、涙がこぼれ落ちたのです。14年間、外出のときもずっと靴下のま
まですごした足。その足に靴が履けた瞬間、万感の思いがこみあげたので
しょう。

それからしばらくしてからです。会社に大きな包みが届きました。差出人
を見てみると、車椅子に乗ったあの青年です。「何だろう？」と包みの中を
見てみると、１枚の水彩画が入っていました。車椅子に乗った青年が靴を履
いて笑っている絵と、その横に「ぼくのはけるくつが見つかったよ」という
文章が添えられていました。
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歩けない年寄りに靴を売りつけるとは何事だ！

ダブルマジックⅡ
メッシュ（ピンク）

車椅子の青年がこぼした涙のわけ
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日本の靴業界で初めて片足販売に挑戦する

５ミリのためにすべての商品を交換

昔の取引先への恩返しも忘れない
十河さんが社長なったとき徳武産業の売上のほとんどはアキレスのシューズの製造でした。時が流れ、製造拠点が

続々とコストが安い海外になり、突然契約を切られる会社も多い中、アキレスは、製造を打ち切るまで４年という猶
予を与えてくれました。その間、徳武産業では、ほかの事業を柱として確立することができました。その後「あゆ
み」が大ヒットし、本社工場だけでは製造が間に合わなくなった際には、十河さんはすぐにアキレスの国内外注先工
場に、「あゆみ」のアッパーの縫製をお願いすることにしました。お世話になったアキレスに、ほんのわずかでも、
恩返しがしたいと思ったからです。

あるときカリスマのベテラン看護師の方から「お宅が『あゆみ』のヒールを、あと５ミリ削ってくれるなら取引し
ます」と言われました。しかし、すでに「あゆみ」は少なからぬ人たちにご購入いただいて、品質的にも履き心地に
関しても問題ないと、高い評価をもらっている状態でした。それでも介護のプロから見ると、靴底が５ミリ高いとい
うのです。まだお金もなく、信用もない時期でしたが、十河さんは「お年寄りのためなら」と「あゆみ」のリニュー
アルに踏み切りました。倉庫にある１３００足の在庫はすべて廃棄処分し、お客さんのところにある商品も順次、靴
底を５ミリ削ったリニューアルのものに交換していったのです。

徳武産業は、靴業界で初めて片足販売を実施しました。それは、リウマチや外反母趾などの病気で足が変形した人
し左右靴のサイズが合わない人や、病気で体に麻痺が残ったお年寄りだと、片足をひきずって歩くので、そちら側の
靴が極端に傷んでしまうためです。通常靴は同サイズをペアで販売していますから、左右別々のサイズで靴を履きた
ければ、２足購入して、それぞれ片足は捨てなければいけません。戦争でモノのない時代を経験しているお年寄りた
ちは、そんなことさせられません。たとえコストがかかろうともお年寄りが本当に必要としているなら、たとえ非常
識なものだろうと、つくるべきだとという思いから片足販売が、生まれました。

数々の困難を乗り越え「あゆみシューズ」は生まれました


